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長崎県立島原高等学校

編集：情報図書部

はじめに 本校の教育活動の向上のために学校評価を実施して４年目になります。本年度は以下の手順
で行いました。アンケート実施方法は①教員の自己評価②生徒アンケート③保護者アンケートにより
前期（１１月）後期（３月）の２回行い，①「4」とてもそう思う（十分達成できている） ②「3」そ
う思う（おおむね達成できている）③「2」あまりそう思わない（どちらかというと達成できていない）
④ 「1」そう思わない（ほとんど達成できていない）の４段階評価です。数値は回答者の平均値です。



【保護者の方々による評価アンケート～自由記述欄】

について

今回の学校評価アンケート調査の際に、自由記述欄を

設けましたところ，保護者の皆様から多数のご意見・ご

感想等をお寄せいただきました。改めまして，本校に対

する保護者の皆様の率直な願いや思いをいただきました

ことに厚く感謝申し上げます。今後，本校の教育改善に

役立ててまいりたいと思います。

この欄の記述につきましては，学校評価との関連性を

持ちながら短期的・中期的な改善が図れるものを抽出し

たものを，後日ご紹介させていただきます。なお，その

際に以下のように，類型化を図りました。

教育成果にかかるコメント･･･日頃の学校の教育活動につ

いてエールをいただきました。

現実値･･･「今やらなければならないこと」，「やるべき

こと」で，現在の島高の組織的・個人的教育力で十分改

善できる可能性があるもの→短期的課題

可能値･･･傾聴に値する事柄ではあるが，島高の教育資源

（いわゆる３M等）や教育環境等を整えた上で年間を通し

て取り組まなければならないもの→中期的課題

期待値･･･長期的な課題として，より共通理解を深めなが

ら進めていく必要があるもの

個々のコメントにつきましては，３月に集約が完了し

た時点でＨＰに掲載する予定でございます。

http://www.shimabara-h.ed.jp/
をどうぞごらんください。
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